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木
曽
川
文
庫
は
治
水
の
資
料
館
。

水
の
大
切
さ
や
恐
ろ
し
さ
を
歴
史
か
ら
学
び
、

こ
れ
か
ら
の
治
水
を
皆
様
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
水
の
都
・
大
垣
市
を
特
集
。

複
合
輪
中
で
あ
る
大
垣
輪
中
の
歴
史
と
現
状
、

現
在
進
行
形
の
事
業
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

今
回
か
ら
六
回
に
渡
っ
て
明
治
改
修
を
追
跡
し
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

ふるさとの町・探訪記

大
垣
市
の
概
要
と
地
形

西
に
伊
吹
山
、
西
南
に
養
老
山
地
を
配
す
る

大
垣
市
は
典
型
的
な
輪
中
地
帯
で
す
。
東
は
揖

斐
川
、
南
は
牧
田
川
、
西
は
相
川
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
、
杭
瀬
川
、
水
門
川
、
大
谷
川
な
ど
十
四
の

河
川
が
低
湿
な
市
域
を
南
流
。
こ
れ
ら
の
河
川
は

古
来
よ
り
し
ば
し
ば
洪
水
を
も
た
ら
し
た
た
め
、

人
々
は
洪
水
か
ら
集
落
や
耕
地
を
守
る
必
要

上
、近
世
初
期
の
こ
ろ
、周
囲
に
堤
防
を
築
造
し
、

大
垣
輪
中
、
東ひ

が
し
な
か
の

中
之
江え

輪
中
、
西に

し
な
か
の

中
之
江え

輪
中
、

禾の
ぎ

ノの

森も
り

輪
中
、
な
ど
、
す
べ
て
が
大
垣
市
に
含
ま

れ
る
大
き
な
複
合
輪
中
を
形
成
し
ま
し
た
。
大
垣

の
地
名
が
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
鎌
倉
末
期
。

東
大
寺
古
文
書
に
は
「
大
柿
」
の
名
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
古
来
よ
り
大
垣
と
大
柿
が
併
用
さ

れ
、
一
説
に
は
洪
水
の
難
を
防
ぐ
た
め
大
堰
堤
を

築
い
た
こ
と
か
ら
大
垣
と
呼
ば
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
水
都
と
呼
ば
れ
た
自
噴
水

地
帯
、
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

各
家
庭
に
は
自
噴
水
を
利
用
し
た
掘
り
抜
き
井

戸
が
あ
り
、
冬
に
は
温
か
そ
う
な
湯
煙
が
た
ち
こ

め
、
夏
に
は
西
瓜
が
冷
や
し
て
あ
る
、
そ
の
風
景

は
、か
つ
て
の
大
垣
の
風
物
詩
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
噴
水
地
帯
は
大
垣
輪
中
か
ら
羽

島
市
の
桑
原
輪
中
ま
で
。
揖
斐
川
を
中
心
と
し
た

輪
中
地
帯
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

東
西
交
通
の
要
衝
の
地

約
三
億
年
前
の
大
垣
は
海
の
底
。
木
曽
川
、
長

良
川
、
揖
斐
川
な
ど
の
堆
積
作
用
と
、
地
殻
変
動

に
よ
っ
て
陸
地
化
が
進
み
、
約
二
億
年
前
の
古
生

代
末
期
に
は
、大
垣
市
の
地
盤
が
誕
生
し
ま
し
た
。

北
西
部
に
位
置
す
る
金
生
山
は
、
こ
の
古
生
代
石

炭
紀
・
二
畳
紀
に
属
し
、
全
山
が
石
灰
岩
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
数
多
く
の
化
石
を
含
ん
だ
大
理
石
の

山
と
し
て
も
有
名
で
す
。

市
域
に
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
も
数
多
く
散
在

し
、
早
く
か
ら
大
和
文
化
の
影
響
を
受
け
た
西
北

部
に
は
、
岐
阜
県
下
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る

大
塚
古
墳
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
古
墳
が
密
集
、

東
西
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

奈
良
時
代
の
律
令
国
家
の
行
政
区
分
に
よ
れ

ば
、
当
市
域
は
美
濃
国
安あ

は
ち八

、
不ふ

わ破
、
多た

ぎ芸
、

の
三
郡
に
属
し
、
壬
申
の
乱
の
こ
ろ
、
安
八
郡

に
所
在
し
た
大
海
人
皇
子
の
所
領
湯
沐
邑
（
日

本
書
紀
）
は
当
市
域
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、

法
起
寺
式
大
伽
藍
の
美
濃
国
分
寺
も
こ
の
時
期

創
建
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

中
世
に
な
る
と
聖
武
天
皇
の
施
入
に
よ
る
と

伝
え
ら
れ
る
東
大
寺
領
大
井
荘
を
は
じ
め
数
多

く
の
荘
園
が
成
立
、
平
治
の
乱
に
破
れ
た
源
義

朝
は
尾
張
国
へ
落
ち
延
び
る
途
中
、青
墓
宿
（
現

在
の
青
墓
町
）
に
逃
れ
、
深
手
を
負
っ
て
絶
命

し
た
次
男
朝
長
を
円
興
寺
に
葬
り
ま
し
た
。

壬
申
の
乱
や
源
平
合
戦
な
ど
、
様
々
な
合
戦

の
舞
台
と
な
っ
た
大
垣
市
。
そ
れ
は
杭
瀬
川
の

西
に
あ
っ
た
青
墓
が
東
山
道
の
宿
駅
と
し
て
、

ま
た
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
は
鎌
倉
街
道
の

宿
駅
と
し
て
、
東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ

っ
た
た
め
、
様
々
な
戦
乱

の
舞
台
と
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
鎌
倉
時
代
末

期
に
な
る
と
青
墓
宿
は
利

用
さ
れ
な
く
な
り
、
南
北

朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に

は
、
争
乱
の
た
め
宿
駅
は
い

ず
れ
も
衰
退
し
て
い
き
ま
し

た
。

戸
田
市
の
治
山
治
水
事
業

大
垣
城
は
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）、
美
濃
守
護

土
岐
氏
の
家
臣
・
宮
川
吉
左
衛
門
尉
安
定
の
築
城

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）、

関
ケ
原
の
戦
い
で
は
、
西
軍
・
石
田
三
成
の
本
拠
地

と
な
り
ま
し
た
が
、
落
城
後
、
江
戸
幕
府
は
石
川
、

松
平
、岡
部
な
ど
譜
代
大
名
を
入
城
さ
せ
、大
阪
を

牽
制
、
寛
永
十
二
年（
一
六
三
五
）よ
り
戸
田
氏
が

十
万
石
を
封
じ
、
以
後
幕
末
ま
で
十
一
代
、
二
三
五

年
続
き
ま
し
た
。

初
代
氏
鉄
の
転
封
は
、
軍
事
的
手
腕
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
前
領
地
尼
崎
時
代
の
治
水
の
功
を
認

め
ら
れ
て
い
た
た
め
。西
濃
輪
中
地
帯
の
開
拓
と
治

水
の
使
命
を
帯
び
て
入
城
し
た
の
で
し
た
。俸
禄
制

の
採
用
、
新
田
の
開
発
、
農
民
の
保
護
、
治
山
治
水

事
業
な
ど
、
氏
鉄
は
藩
統
治
に
腕
を
ふ
る
い
、
そ
の

施
政
は
長
く
藩
政
の
基
本
と
な
り
ま
し
た
。中
で

も
、
治
山
治
水
を
重
視
、
治
山
と
し
て
は
、
上
流
部

に
あ
た
る
根
尾
筋
の
藩
林
や
多
芸
の
藩
林
の
乱
伐

を
禁
止
し
、植
林
を
推
進
、山
地
に
お
け
る
水
源
涵

養
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。一
方
治
水
事
業
も
積
極
的

に
実
施
。

大
垣
輪
中
排
水
の
大
動
脈
で
あ
る
水
門
川
は
下

流
で
揖
斐
川
に
合
流
し
ま
す
が
、
揖
斐
川
の
増
水

時
に
は
逆
流
し
て
輪
中
内
に
湛
水
。こ
の
た
め
水
門

川
下
流
の
今
福
地
内
に
大
規
模
な
「
川
口
村
水
門
」

を
築
造
し
、
水
の
遊
び
場（
広
芝
）を
設
け
て
、
逆
水

防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
政
策
は
代
々
受

け
継
が
れ
、平
時
に
お
い
て
も
輪
中
堤
防
の
保
護
と

水
防
に
は
万
全
を
期
し
、天
明
四
年（
一
七
八
四
）に

は
大
垣
輪
中
の
排
水
を
良
好
に
す
る
た
め
、
鵜う

の
も
り森

地
内
の
揖
斐
川
底
に
伏
越
樋
を
埋
設
。こ
れ
は
大

垣
藩
最
大
の
難
工
事
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
教
の
町
・
大
垣

初
代
藩
主
氏
鉄
を
は
じ
め
歴
代
の
藩
主
は
学

問
を
好
み
、藩
士
に
も
奨
励
、文
化
は
大
い
に
興
隆

し
ま
し
た
。天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
は
藩
校
も

設
立
さ
れ
、東
の
岩
村
、西
の
大
垣
と
う
た
わ
れ
る

ほ
ど
、
数
々
の
文
化
人
を
輩
出
し
ま
し
た
。ま
た
、

大
垣
は
俳
聖
松
尾
芭
蕉
が
「
奥
の
細
道
」
を
終
え

た
土
地
。美
濃
俳
諧
の
リ
ー
ダ
ー
谷
木
因
が
芭
蕉

の
俳
友
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
芭
蕉
の
来
遊
は
四

度
に
及
び
、
船
町
港
跡
に
は
芭
蕉
・
木
因
・
如
行
ら

に
よ
る「
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
」送
別
連
句
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
後
期
に
は
蘭
学
と
い
う
新
し
い
学
問
の
波

が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。美
濃
蘭
学
の
開
祖
は
大
垣
藩

医
の
江
馬
蘭
斎
。四
六
歳
の
蘭
斎
は
藩
主
の
許
し
を

得
て
解
体
新
書
で
名
高
い
杉
田
玄
白
や
前
野
良
沢

の
教
え
を
受
け
た
後
、
大
垣
に
戻
っ
て
蘭
学
塾「
好
蘭

堂
」を
開
き
、蘭
方
医
と
し
て
も
活
躍
、多
く
の
著
書・

訳
書
を
記
す
ば
か
り
で
は
な
く
、
蒸
気
風
呂
も
考
案

す
る
な
ど
、九
二
歳
の
生
涯
を
学
問
に
貫
き
ま
し
た
。

蘭
斎
の
長
女・
細
香
は
女
流
漢
詩
人
。幼
い
頃

か
ら
書
や
絵
画
に
親
し
み
、
頼
山
陽
が
文
化
十
年

（
一
八
一
三
）
に
大
垣
へ
来
遊
し
た
お
り
門
下
生
と
な

り
、
詩
文
や
苦
道
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。当
時
、

男
性
中
心
で
あ
っ
た
漢
詩
の
世
界
に
彗
星
の
ご
と
く

現
れ
た
細
香
は
、
繊
細
な
感
性
と
文
章
力
で
素
晴
ら

し
い
詩
を
残
し
、藩
の
教
育
文
化
に
も
貢
献
。藤
江
町

の
禅
桂
寺
に
父
蘭
斎
と
並
ん
で
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
垣
市
の
誕
生

明
治
二
二
年
に
は
大
垣
町
制
を
実
施
。大
正

七
年
に
は
市
制
を
施
行
し
て
、大
垣
市
は
誕
生
し

ま
し
た
。そ
の
後
、
昭
和
三
年
北
杭
瀬
村
の
一
部

を
編
入
。以
来
、
昭
和
四
二
年
の
赤
坂
町
合
併
ま

で
、
相
次
い
で
市
町
村
を
編
入
し
、
現
在
の
市
域

を
確
定
し
ま
し
た
。明
治
期
の
工
業
は
、
豊
富
な

自
噴
水
を
利
用
し
た
農
産
加
工
が
主
体
で
し
た

が
、大
正
期
に
入
る
と
繊
維
工
業
を
中
心
に
近
代

工
業
が
発
展
、
大
正
四
年
、
揖
斐
川
電
力
の
操
業

開
始
に
よ
り
電
力
が
揖
斐
川
水
系
か
ら
供
給
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
垣
市
の
工
業
化
に
画
期
的
な
役

割
を
果
た
し
、
昭
和
初
期
に
は
、
化
学
・
金
属
機

械
な
ど
重
工
業
の
比
重
が
高
ま
り
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
末
期
の
戦
火
で
多
く
の
工
場
は

焼
失
し
ま
し
た
が
、
戦
後
い
ち
は
や
く
都
市
計
画

に
基
づ
く
戦
災
復
興
事
業
が
進
め
ら
れ
、近
代
的

な
都
市
景
観
を
出
現
さ
せ
ま
し
た
。ま
た
赤
坂
地

区
で
は
明
治
初
年
に
金
生
山
が
開
発
さ
れ
て
以

未
、石
灰
工
業
、大
理
石
加
工
業
が
発
達
し
、そ
の

生
産
高
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。平
成

元
年
四
月
に
は「
水
を
愛
し
緑
を
は
ぐ
く
む
人
間

性
豊
か
な
産
業
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
か
っ
て

第
三
次
総
合
計
画
を
開
始
。国
際
化
・
情
報
化
・

高
齢
化
に
対
応
し
た
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
、多
彩
な
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記
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西
濃
の
一
大
拠
点
と
し
て
飛
躍
を
遂
げ
る
大
垣
市

遙
か
い
に
し
え
の
時
代
か
ら
、

水
の
都
と
し
て
、歴
史
と
文
化
を
育
ん
だ
街
、大
垣
市
。

揖
斐
川
を
は
じ
め
と
し
た
数
多
く
の
河
川
、

豊
富
に
湧
き
出
づ
る
自
噴
水
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
も
、

そ
れ
ゆ
え
に
水
と
闘
い
、時
代
の
波
と
闘
い
な
が
ら
、

西
濃
地
区
の
一
大
拠
点
と
し
て

独
自
の
文
化
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
伝
統
と
文
化
を
守
り
な
が
ら
も
、

新
た
な
る
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

多
彩
な
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
、
牧
田
川
の
両
川
に
囲
ま
れ
た

古
宮
、
今
村
、
浅
草
地
区
は
洪
水
の
常
習

地
帯
。
悪
水
除
去
を
目
的
に
、
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）、
伏
越
樋
の
埋
設
工
事
は

着
工
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
牧
田
川

と
揖
斐
川
が
合
流
す
る
横
曽
根
地
内
の
揖

斐
川
の
河
床
の
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、

河
道
を
作
り
、
は
る
か
下
流
で
悪
水
を
排

水
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
莫
大
な
費
用
を

投
じ
て
同
五
年
三
月
に
工
事
は
完
了
し
ま

し
た
。
し
か
し
同
年
五
月
に
は
工
事
の
責

任
者
・
伊
藤
伝
右
衛
門
が
自
邸
に
て
自

刃
。
こ
の
惨
劇
は
伝
右
衛
門
の
偉
功
を
嫉

む
者
が
障
害
物
を
樋
管
に
投
じ
た
た
め
、

悪
水
が
停
滞
し
て
伏
越
の
効
果
が
あ
ら
わ

れ
ず
、
引
責
自
殺
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
後
日
、
樋
管
を
浚
渫
し
た

時
、
意
外
に
も
障
害
物
が
発
見
さ
れ
、
こ

れ
を
除
去
し
た
ら
水
量
は
た
だ
ち
に
減

退
。
自
殺
の
原
因
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
遺
書
に
よ
っ
て
推
測
す
れ

ば
、
彼
は
工
事
を
公
儀
普
請
に
組
み
込
む

た
め
、
公
費
で
あ
る
金
七
十
両
を
幕
府
役

人
に
調
達
し
「
若
し
不
成
就
の
節
は
切
腹

と
其
節
よ
り
覚
悟
」
し
て
着
工
。
た
ま
た

ま
天
明
四
年
の
工
事
が
成
功
し
な
か
っ
た

の
を
機
会
に
、
彼
の
善
意
が
非
難
の
的
と

な
り
、
翌
五
年
の
完
成
を
み
な
が
ら
「
兼

て
覚
悟
の
事
故
本
望
の
至
り
」
と
自
害
。

後
年
に
い
た
り
藩
主
氏
教
は
伝
右
衛
門
の

功
績
を
追
賞
し
、
そ
の
業
績
は
今
な
お
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

郡
奉
行

伊
藤
伝
右
衛
門

自
害
の
顛
末

大垣市空撮

輪中分布図

美濃国分寺跡

大垣藩初代藩主 戸田氏鉄公

鵜森伏越樋工事絵図屏風（部分・林慶司画）大垣市輪中館蔵

江馬　蘭斎

江馬　細香

蘭
斎
考
案
の

　
　
　

蒸
気
風
呂
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時
代
の
流
れ
を

水
面
に
映
す
水
門
川

■
水
門
川
の
開
削

か
つ
て
は
大
垣
城
の
外
堀
で
あ
っ
た
水
門
川
。

こ
の
川
は
大
垣
よ
り
南
流
し
、
揖
斐
川
に
合
流

し
て
伊
勢
湾
に
達
す
る
運
河
で
す
。
永
禄
四
年

（
一
五
六
一
）
大
垣
城
主
氏
家
直
元
が
、
斎
藤

龍
興
の
命
に
よ
り
城
池
改
築
の
際
に
開
削
し
た

と
伝
え
ら
れ
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
は

城
主
石
川
忠
総
は
現
在
の
高
橋
川
筋
に
改
堀
し

て
い
ま
す
。
水
門
川
の
運
輸
業
は
こ
の
頃
か
ら
始

ま
り
、
元
和
六
年
（
一
六
二
一
）
杭
瀬
川
か
ら
城

下
に
開
削
さ
れ
て
い
よ
い
よ
発
展
、
大
垣
に
出
入

り
す
る
ほ
と
ん
ど
の
貨
物
が
こ
の
水
運
に
依
存
し

た
た
め
、
港
町
船
町
が
形
成
さ
れ
、
当
河
港
は

大
い
に
繁
栄
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
水
門
川
の

下
流
は
揖
斐
川
と
合
流
す
る
た
め
、
揖
斐
川
洪

水
時
は
、
逆
水
が
大
垣
へ
浸
入
。
こ
の
水
害
を
防

ぐ
た
め
、
大
垣
藩
主
戸
出
氏
鉄
は
寛
永
十
三
年

（
一
六
三
六
）
に
は
じ
め
て
川
口
・
外
渕
両
村
界

に
小
規
模
の
門
樋
を
築
造
し
、
つ
い
で
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
六
月
に
は
大
規
模
の
水
門
を
竣

工
、
水
門
川
の
名
は
こ
こ
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

こ
の
水
門
は
以
後
三
十
年
毎
に
改
造
、
水
門
番

人
と
し
て
大
垣
藩
士
二
名
を
お
き
、
出
水
時
に

は
水
門
奉
行
が
出
張
、
水
門
川
内
に
設
け
た
広

芝
は
、
城
下
入
水
を
防
ぐ
水
の
遊
び
場
で
す
。

■
県
営
事
業・水
門
川
改
修
工
事

従
来
大
垣
輪
中
の
悪
水
排
除
は
二
系
統
に
大

別
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
標
高
五
ｍ
以
上
の

輪
中
北
部
は
水
門
川
と
同
水
系
に
属
す
る
支
派

川
、
輪
中
南
部
は
揖
斐
川
系
統
鵜
森
悪
水
路
に

よ
る
も
の
で
し
た
が
、
後
者
は
明
治
改
修
に
よ
る

揖
斐
川
流
路
の
変
更
に
伴
い
、
伏
越
樋
管
を
撤
去

し
、
※
新
設
締
切
堤
防
の
南
部
で
水
門
川
に
合

流
、
大
垣
輪
中
の
悪
水
は
三
系
統
に
大
別
し
て
排

水
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
輪

中
を
通
じ
て
用
水
及
び
排
水
の
根
本
的
統
一
計
画

を
実
現
す
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
矛
盾
を
解
決
し
、
輪
中
内
の
用
悪
水
系
統

を
根
本
的
に
整
理
す
る
た
め
に
県
営
事
業
と
し
て

計
画
さ
れ
た
の
が
水
門
川
の
改
修
工
事
で
す
。
木

曽
川
上
流
改
修
事
務
所
は
昭
和
五
年
か
ら
三
カ

年
に
渡
り
大
垣
輪
中
内
の
水
位
関
係
を
調
査
。

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
用
悪
兼
用
の
水
路
を
整
理

し
、
用
水
と
悪
水
は
別
々
に
水
路
を
設
け
る
な

ど
、
水
門
川
の
改
修
と
と
も
に
用
悪
水
路
の
改
修

を
計
画
、
同
七
年
に
着
工
し
て
い
ま
す
。
昭
和

三
六
年
以
降
に
は
、
川
口
町
か
ら
上
流
へ
向
か
っ

て
曲
が
り
く
ね
っ
た
河
道
を
整
備
す
る
工
事
が
行

わ
れ
、
現
在
は
築
捨
町
四
丁
目
の
国
道
二
五
八
号

線
辺
り
ま
で
完
成
。
工
事
区
間
・
河
川
延
長
約

八
・一
㎞
の
う
ち
約
四
㎞
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
河
川
の
改
修
工
事
は
、
当
初
計
画
を

達
成
し
た
後
も
、
遊
水
池
、
田
畑
の
埋
立
て
、
宅

地
造
成
、
道
路
整
備
な
ど
、
河
川
を
取
り
巻
く

諸
条
件
の
変
化
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
そ
の
必
要
性

は
高
ま
る
ば
か
り
。
時
代
の
要
請
に
応
え
た
河
川

改
修
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
こ
に
新
設
水
門
と
古
宮
悪
水
の
閘
門
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

潤
い
の
あ
る
都
市
空
間

創
造
を
目
指
し
て

着
々
と
進
む

水
門
川
環
境
整
備
事
業

■
美
し
い
文
化
財
を 

　
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

大
垣
輪
中
の
排
水
路
と
し
て
、
水
運
を
一
手
に

司
る
川
と
し
て
、
時
代
の
流
れ
を
映
し
だ
し
て
き

た
水
門
川
。
し
か
し
昭
和
に
入
り
、
舟
運
か
ら

鉄
道
や
自
動
車
へ
と
主
役
の
座
を
譲
り
渡
す
と
、

そ
の
役
割
も
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
を
流
れ
、
色
と
り
ど
り
の
錦
鯉

が
群
れ
泳
ぐ
水
門
川
。
そ
の
川
面
を
今
も
見
守

る
住
吉
の
燈
台
。
こ
の
美
し
い
風
景
は
大
垣
と
と

も
に
歩
み
、
発
展
し
て
き
た
貴
重
な
財
産
で
す
。

こ
う
し
た
水
と
緑
を
生
か
し
た
独
自
の
文
化

的
資
産
を
守
り
後
世
へ
伝
え
る
た
め
に
、
昭
和

四
八
年
大
垣
市
は
「
緑
化
推
進
条
例
」
を
制
定
。

潤
い
あ
る
水
辺
環
境
の
創
造
を
目
指
し
、
昭
利

五
八
年
に
は
国
土
庁
の
指
定
を
受
け
「
水
緑
都

市
モ
デ
ル
地
区
整
備
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
。
昭

和
六
十
年
に
は
建
設
省
の
「
地
方
都
市
中
心
市

街
地
活
性
計
画
」
の
モ
デ
ル
都
市
認
定
を
受
け
、

大
垣
駅
前
沿
線
修
景
計
画
、
水
門
川
都
市
環
境

整
備
事
業
、
大
垣
地
区
改
良
事
業
な
ど
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。

■
水
門
川
都
市
環
境
整
備
事
業
の
概
要

水
門
川
を
水
都
大
垣
の
象
徴
的
か
つ
中
心
的

に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
治
水
、
親
水
機
能
を
発

揮
さ
せ
て
、
自
然
と
調
和
を
図
り
潤
い
の
あ
る

生
活
の
た
め
同
事
業
を
計
画
、
昭
和
六
二
年
か

ら
着
工
し
、
現
在
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

▼
水
都
タ
ワ
ー

水
都
大
垣
の
自
噴
水
の
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
基
本
に
、
未
来
へ
の
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
高

く
湧
き
上
が
る
ス
マ
ー
ト
な
形
状
と
白
銀
に
輝

く
ス
テ
ン
レ
ス
の
質
感
。
ス
テ
ン
レ
ス
パ
ネ
ル
に

は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
設
け
、
星
空
の
ま
ば
た
き

と
流
星
、
銀
河
の
星
く
ず
を
演
出
、
大
垣
の
夜

空
を
華
麗
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

▼
花
と
緑
の
続
く
遊
歩
道

松
尾
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
」
を

起
点
に
大
垣
駅
東
の
愛
宕
神
社
ま
で
の
総
延
長

二
・
二
㎞
の
道
を
「
水
門
川
遊
歩
道
・
四
季
の
路
」

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
花
と
緑
の
あ
ふ
れ
る
路
の
途
中

に
は
「
四
季
の
広
場
」「
貴
船
広
場
」
な
ど
が
点

在
し
、
貴
船
橋
か
ら
新
大
橋
ま
で
は
「
水
門
川
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
親
水
護
岸
の
創
出

水
都
大
垣
の
貴
重
な
歴
史
的
財
産
で
あ
る
水

門
川
を
優
れ
た
都
市
空
間
、
親
水
空
間
と
し
て

見
直
し
、
モ
ザ
イ
ク
模
様
を
配
し
た
親
水
護
岸

な
ど
、
総
合
的
に
整
備
し
ま
し
た
。

▼
四
季
の
広
場

「
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
」や
住
吉
燈
台
及
び
総

合
福
祉
会
館
な
ど
の
周
辺
施
設
と
の
連
帯
性
を
考

え
、自
然
の
情
景
と
歴
史
的
景
観
を
基
調
に
、錦
鯉

の
群
れ
泳
ぐ
こ
の
水
辺
空
間
を
利
用
し
て
、
石
畳
、

岩
場
、
滝
な
ど
に
よ
る
水
の
辺
、
山
の
辺
を
表
し
た

「
四
季
の
広
場
」。水
都
大
垣
の
新
し
い
名
所
で
す
。

▼
橋
の
高
欄
修
景
整
備

大
垣
の
歴
史
を
見
つ
め
続
け
、
市
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
水
門
川
の
美
し
い
水
流
を
保
ち
、
水

都
・
大
垣
の
魅
力
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
錦
町

か
ら
船
町
ま
で
の
水
門
川
と
そ
の
周
辺
に
架
か

る
橋
の
高
欄
修
景
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。貴
船

橋
に
は
、
大
型
の
橋
燈
を
設
置
し
た
赤
御
影
石
の

親
柱
に
橋
下
を
泳
ぐ
錦
鯉
が
鑑
賞
で
き
る
バ
ル

コ
ニ
ー
を
。駅
前
通
り
に
架
か
る
新
大
橋
は
、
歩

道
幅
員
を
拡
幅
し
、上
・
下
流
の
橋
上
広
場
に「
太

腸
と
風
と
緑
」「
み
ど
り
の
風
「
は
ぐ
く
み
」
と
名

づ
け
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
。周
辺
の
景
観
と

の
調
和
を
考
え
、
個
性
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
橋

に
よ
っ
て
、街
に
新
し
い
表
情
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

▼
運
河
の
高
欄

緩
や
か
な
流
れ
を
保
つ
大
垣
運
河
（
西
水
門

川
）に
架
か
る
月
見
橋
、
馬
場
橋
、
切
石
橋
等
に

は
、
橋
の
名
に
ち
な
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
、

夜
景
の
美
し
さ
を
よ
り
高
め
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

取
り
入
れ
た
近
代
的
な
橋
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

杭
瀬
川
激
甚
災
害
対
策

特
別
緊
急
整
備
事
業

水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

か
つ
て
は
大
垣
城
の
外
堀
で
あ
っ
た
水
門
川
。

こ
の
人
工
河
川
は
舟
運
で
栄
え
た
大
垣
の
大
動
脈
と
し
て
、

ま
た
、輪
中
内
に
湛
水
す
る
悪
水
を
排
出
す
る
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

毎
年
の
よ
う
に
迫
り
来
る
大
水
や
内
水
被
害
に
よ
り
、

水
門
が
築
造
さ
れ
、幾
度
も
の
改
修
工
事
に
よ
り
現
在
の
流
路
に
定
着
。

色
と
り
ど
り
の
錦
鯉
が
群
れ
泳
ぐ
水
門
川
は
、

大
垣
の
歴
史
と
文
化
を
見
守
り
続
け
た
貴
重
な
財
産
で
す
。

こ
の
大
切
な
財
産
を
守
り
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

修
景
事
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、

美
し
い
親
水
護
岸
な
ど
が
総
合
的
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
整
備
事
業
・
通
称
激
特

と
は
、
洪
水
高
潮
等
に
よ
り
災
害
か
発
生
し
た
区
域

に
つ
い
て
、
河
川
の
改
良
事
業
を
緊
急
に
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
再
度
の
災
害
防
止
を
図
り
、
国
土
の

保
全
と
民
生
の
安
定
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
昭

和
五
一
年
九
月
に
西
濃
地
区
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
に

よ
り
、
杭
瀬
川
沿
岸
横
曽
根
（
国
道
二
五
八
号
線
養

老
大
橋
）
地
内
よ
り
浅
西
町
ま
で
が
、
激
特
の
対
象

地
区
と
な
り
、
翌
年
建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

杭
瀬
川
は
相
川
・
大
谷
川
な
ど
を
合
わ
せ
、
牧
田

川
に
合
流
す
る
流
域
面
積
一
四
九
㎢
の
河
川
で
古
く

は
揖
斐
川
の
本
流
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
。

例
年
の
よ
う
に
起
き
る
澄
水
被
害
を
解
決
す
る
た
め

の
河
川
改
修
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
第
一
段
階
と
し

て
、
最
も
河
道
の
狭
い
横
曽
根
、
浅
西
地
区
の
川
幅

を
広
げ
る
と
と
も
に
堤
防
断
面
を
大
き
く
し
て
、
高

水
時
で
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
堤
防
を
計
画
。
大
垣
市

全
域
の
洪
水
時
に
お
け
る
外
水
位
の
低
下
を
目
指
し

た
抜
本
的
な
工
事
で
す
。

現
在
で
は
、
こ
の
直
上
流
に
位
置
す
る
近
畿
日
本

鉄
道
牧
田
川
橋
梁
付
近
の
流
下
能
力
か
著
し
く
低
い

た
め
、
堤
防
改
修
や
橋
梁
改
築
工
事
が
計
画
さ
れ
、

そ
の
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
杭
瀬
川
の
川
岸
に
は
、
杭
瀬
川
ス
ポ
ー
ツ

公
園
も
計
画
さ
れ
、
水
と
緑
お
り
な
す
美
し
い
親
水

護
岸
を
目
指
し
て
、
整
備
は
進
ん
で
い
ま
す
。

水門川親水護岸（貴船橋～小原橋間）

旧水門 川口水門普請絵図　岐阜県歴史資料館蔵

馬場橋

新大橋

貴船橋

四季の広場全景

大垣運河（愛称・西水門川）馬場橋～月見橋間
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歴
史
の
舟
歌
が
聞
こ
え
る

十
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
大
垣
は
、
い

た
る
と
こ
ろ
か
ら
小
さ
な
噴
水
の
よ
う
な
水
が
湧

き
出
で
て
い
た
と
い
う
水
の
都
。そ
の
名
に
ふ
さ
わ

し
く
、
季
節
が
歴
史
の
舞
台
を
染
め
上
げ
て
い
く
。

春
に
は
桜
、
夏
に
は
深
緑
、
秋
に
は
紅
葉
…
。か
つ

て
船
人
が
行
き
交
っ
た
川
岸
に
一
人
た
た
づ
め
ば
、

聞
こ
え
て
く
る
の
は
歴
史
の
舟
歌
。夕
暮
れ
に
染
ま

る
城
下
町
を
月
日
と
い
う
旅
人
が
行
き
交
う
。

●　
　
　

●　
　
　

●

名
神
高
速
で
名
古
屋
か
ら
京
都
へ
向
か
う
と
お

よ
そ
三
五
分
。稀
に
み
る
水
飢
饉
の
影
響
か
、眼
下

に
望
む
木
曽
、長
良
、揖
斐
の
三
川
は
こ
と
の
ほ
か

頼
り
な
げ
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
土
色
の
中
州
が

見
え
て
い
ま
す
。こ
れ
も
自
然
が
人
類
に
発
す
る

警
鐘
な
の
で
し
ょ
う
。水
の
、
自
然
の
、
有
り
難
さ
、

大
切
さ
を
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
実
感
し
た
今
年
の

夏
。そ
ん
な
季
節
は
今
ゆ
っ
く
り
と
衣
替
え
。優
し

げ
な
秋
の
太
陽
と
、
高
く
透
き
と
お
る
よ
う
な
青

空
が
、旅
人
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
垣
城
に
伝
わ
る 

　

お
あ
む
の
伝
説

時
代
を
遡
る
こ
と
三
百
有
余
年
、
慶
長
五
年

秋
。
天
下
分
け
目
と
い
わ
れ
た
関
ケ
原
の
合
戦

は
、
わ
ず
か
一
日
に
し
て
東
軍
に
勝
利
を
も
た
ら

し
ま
し
た
が
、
西
軍
の
最
後
の
砦
と
い
う
べ
き
大

垣
城
で
は
翌
日
も
激
し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
大
垣
城
に
父
や
母
と
と
も
に

た
て
こ
も
っ
た
の
が
当
時
十
六
歳
で
あ
っ
た
「
お
あ

む
」。
東
軍
に
包
囲
さ
れ
た
大
垣
城
で
お
あ
む
は
鉄

砲
の
玉
づ
く
り
に
精
を
出
し
、
討
ち
取
っ
た
敵
軍
の

「
首
」
に
死
化
粧
を
施
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、

戦
場
で
死
に
絶
え
る
の
が
男
の
美
学
な
ら
、
討
ち

取
っ
た
武
将
に
首
化
粧
を
し
て
、
そ
の
手
柄
に
花

を
添
え
る
の
が
、
城
を
守
る
女
た
ち
の
愛
情
。
血

や
泥
を
拭
き
と
っ
て
お
歯
黒
を
つ
け
る
と
、
雑
兵
の

首
も
侍
大
将
の
首
に
様
変
わ
り
し
た
と
い
う
。

し
か
し
戦
況
は
悪
く
な
る
一
方
。
い
よ
い
よ
明

日
が
落
城
と
い
う
そ
の
日
、
お
あ
む
の
父
は
脱
出

を
決
意
。
天
守
閣
か
ら
西
北
隅
の
松
の
枝
を
つ
た

っ
て
内
堀
に
お
り
、
た
ら
い
舟
で
落
ち
延
び
ま
し

た
。
後
日
お
あ
む
は
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。「
首
は

怖
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
首
の
血
生
臭
さ
の
中
に

寝
た
こ
と
も
あ
っ
た
…
」。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
再
建
さ
れ
た
天
守
閣
の
北
西

に
は
、
お
あ
む
が
逃
げ
延
び
た
と
い
う
松
が
す
っ

く
り
と
立
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
さ
に
城
が
焼
け

落
ち
ん
ば
か
り
の
秋
の
日
。
あ
れ
か
ら
三
百
有
余

年
の
歳
月
を
経
た
秋
の
日
を
に
ら
ま
ん
ば
か
り
に

す
っ
く
り
と
。
二
代
目
だ
と
い
う
青
き
松
は
、
合

戦
秘
話
「
お
あ
む
伝
説
」
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

奥
の
細
道
む
す
び
の
地

水
門
川
を
泳
ぎ
回
る
錦
鯉
の
数
は
お
よ
そ

五
万
匹
。
橋
の
上
か
ら
餌
を
投
げ
れ
ば
、
美
し

い
鯉
が
多
く
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
鯉
は
水
門

川
の
水
質
を
管
理
す
る
た
め
に
放
流
さ
れ
た
も

の
。
跳
ね
あ
が
ら
ん
ば
か
り
に
鯉
が
元
気
な
ら
、

水
門
川
は
清
流
で
あ
り
、
病
が
発
生
し
死
に
絶

え
る
の
な
ら
、
汚
染
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
、
い

わ
ば
水
門
川
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
そ
ん
な
こ
と
を

知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
水
飢
饉
を
跳
ね
か
え
す
ほ

ど
の
勢
い
で
、
餌
を
ね
だ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

鯉
が
群
れ
泳
ぐ
水
門
川
に
架
か
る
橋
は

二
四
。
そ
の
橋
を
数
え
な
が
ら
下
っ
て
い
く
と
、

あ
り
し
日
の
船
町
港
に
突
き
当
た
り
ま
す
。
朱

塗
り
の
欄
干
の
住
吉
橋
の
た
も
と
に
は
、
ぽ
つ
ん

と
た
た
づ
む
常
夜
燈
。
こ
の
燈
台
で
別
れ
を
惜
し

ん
だ
旅
人
が
い
ま
す
。
旅
を
終つ

い

の
住す

み
か処

と
し
た
あ

の
俳
聖
・
松
尾
芭
蕉
が
そ
の
人
で
す
。

寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）、
忍
者
の
里
伊
賀

上
野
で
生
ま
れ
た
芭
蕉
は
、
そ
の
生
涯
を
発
句

に
つ
い
や
し
偉
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
中
で

も
著
名
な
の
は
、
芭
蕉
四
六
歳
の
時
江
戸
深
川

庵
を
出
発
し
、
数
か
月
の
旅
を
大
垣
で
終
わ
っ

た
「
奥
の
細
道
」
で
す
。
当
時
大
垣
船
町
港
に

は
、
芭
蕉
と
京
都
北き

た
む
ら村

季き
ぎ
ん吟

に
学
ん
だ
俳
友
谷た

に

木ぼ
く
い
ん因

が
お
り
、
木
因
を
訪
ね
四
度
に
渡
っ
て
来

遊
し
て
い
ま
す
が
、「
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
」

と
し
て
名
が
残
る
の
は
、
三
度
目
の
来
遊
の
時
。

日
光
、
奥
州
、
北
陸
と
み
ち
の
く
の
旅
を
終
え

て
芭
蕉
が
大
垣
へ
た
ど
り
着
い
た
の
が
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
八
月
の
こ
と
。
翌
長
月
六
日
、

伊
勢
の
遷
宮
を
拝
も
う
と
芭
蕉
は
ま
た
舟
に
乗

り
、蛤

の　

ふ
た
み
に
別
れ　

行
く
秋
ぞ

と
詠
ん
で
い
ま
す
。

多
く
の
旅
人
を
迎
え
、
送
り
出
し
た
住
吉
燈

台
。
そ
の
燈
台
か
ら
川
を
は
さ
ん
で
、「
奥
の
細

道
む
す
び
の
地
」
碑
は
立
っ
て
い
ま
す
。
芭
蕉
が

再
び
訪
れ
る
日
を
待
ち
わ
び
る
か
の
よ
う
に
、

今
な
お
川
面
を
見
つ
め
立
ち
つ
く
し
て
い
ま
す
。

　

平
治
の
乱
で
無
念
の 

　

死
を
遂
げ
た
源
朝
長
の
墓

Ｊ
Ｒ
大
垣
駅
か
ら
西
へ
お
よ
そ
五
分
。あ
く
び
を

す
る
間
も
な
く
美
濃
赤
坂
駅
に
到
着
し
ま
す
。赤
坂

は
、古
生
代
末
期
に
誕
生
し
た
金
生
山
が
あ
る
と
こ

ろ
。全
山
が
石
灰
岩
か
ら
な
り
大
理
石
も
産
出
す
る

こ
の
山
は
、
か
つ
て
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
さ
な
が
ら
に

湧
い
た
町
。石
灰
製
造
業
は
今
な
お
盛
ん
で
、
大
垣

の
代
表
的
な
産
業
の
一つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
赤
坂
に
は
、
や
は
り
歴
史
の
面
影
を
偲
ぶ

史
跡
が
あ
り
ま
す
。

時
を
遡
る
こ
と
八
百
有
余
年
、
紅
軍
と
白
軍

が
闘
っ
た
平
治
の
乱（
一
一
五
九
）の
こ
と
。闘
い
の

苦
渋
を
呑
ん
だ
源
氏
の
総
大
将
義
朝
は
、
長
男

悪
源
太
義
平
、次
男
朝
長
、三
男
頼
朝
の
主
従
八

騎
で
東
国
へ
逃
れ
る
途
中
、
美
濃
源
氏
の
拠
点
で

あ
る
青
墓
の
大お

お
い炊

兼か
ね
と
う遠

を
訪
ね
て
落
ち
延
び
て

き
ま
し
た
。と
い
う
の
も
兼
遠
の
娘
延
寿
は
義
朝

の
寵
愛
を
受
け
た
側
室
で
夜
叉
姫
を
も
う
け
た

人
。源
氏
再
興
を
願
っ
て
青
墓
ま
で
逃
げ
延
び
ま

し
た
が
、
不
運
に
も
朝
長
は
都
落
ち
の
際
、
太
腿

に
深
手
を
負
い
、追
手
の
手
に
か
か
る
よ
り
は
と
、

こ
こ
青
墓
で
自
刃
し
て
果
て
ま
し
た
。享
年
十
六

歳
。そ
の
若
い
む
く
ろ
は
、
円
興
寺
境
内
に
手
厚

く
葬
ら
れ
、
今
は
父
義
朝
、
兄
義
平
、
妹
夜
叉
姫

と
と
も
に
菩
提
を
弔
う
五
輪
塔
が
当
時
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
、
青
墓
に
身
を
寄
せ

た
三
男
頼
朝
は
平
家
一
門
の
手
で
捕
縛
さ
れ
ま

す
が
、
平
清
盛
の
義
母
池
禅
尼
の
必
死
の
嘆
願
で

一
命
を
と
り
と
め
ま
す
。し
か
し
当
時
十
一
歳
の

夜
叉
姫
は
悲
惨
な
一
族
の
顛
末
に
絶
え
切
れ
ず
、

杭
瀬
川
に
投
身
し
て
果
て
た
と
か
。重
ね
重
ね
の

悲
劇
の
末
に
、
頼
朝
は
東
国
鎌
倉
に
て
開
幕
し
ま

す
が
、源
氏
一
門
を
は
じ
め
、こ
こ
を
訪
れ
る
武
士

た
ち
は
、
刀
を
解
き
墓
入
口
の「
刀
石
」の
上
に
置

い
て
詣
で
ま
し
た
。彼
ら
が
辿
っ
た
道
は
、円
興
寺

の
裏
コ
ー
ス
。山
々
を
燃
え
つ
く
さ
ん
ば
か
り
の

紅
葉
は
、夜
叉
姫
の
、朝
長
の
無
念
の
想
い
を
、問

わ
ず
が
た
り
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

華
や
か
な
り
し
日
を
刻
む 

　

美
濃
国
分
寺
跡

東
海
道
線
下
り
の
踏
切
を
渡
り
右
へ
道
な
り
に

辿
っ
て
い
く
と
、
美
濃
国
分
寺
跡
が
あ
り
ま
す
。国

分
寺
は
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
の
勅
願
で
全
国

六
六
カ
所
に
建
立
さ
れ
た
も
の
。名
僧
行
基
上
人
の

勧
め
に
よ
っ
て
仏
教
に
深
く
帰
依
し
、
信
仰
の
厚
か

っ
た
光
明
皇
后
が
聖
武
天
皇
に
勧
め
た
こ
と
か
ら

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
こ
こ
だ
け
が
唯

一
、
寺
域
全
体
が
整
備
さ
れ
、
史
跡
保
存
さ
れ
て
い

る
も
の
。当
時
の
寺
域
は
お
よ
そ
二
町
四
方（
四
ha
）

に
も
及
び
、南
大
門
、中
門
、金
堂
、廻
廊
、七
重
塔
、

鐘
楼
、
経
蔵
、
僧
房
等
の
い
わ
ゆ
る
七
堂
伽
藍
の
あ

る
荘
厳
な
も
の
で
、国
府
に
隣
接
し
て
僧
寺
と
尼
寺

が
揃
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。奈
良
時
代
に

造
営
さ
れ
た
国
分
寺
も
律
令
国
家
の
衰
退
と
と
も

に
、
権
威
と
機
を
失
い
、
今
で
は
地
名
に
名
残
を
と

ど
め
る
程
度
。ど
ん
な
権
力
も
、
名
声
も
、
時
代
の

波
の
前
に
は
、朽
ち
果
て
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

秋
の
太
陽
は
、
実
り
の
時
を
迎
え
た
稲
田
に
も
、

国
分
寺
跡
に
も
惜
し
む
こ
と
な
く
平
等
に
、柔
ら
か

な
光
り
を
降
り
注
い
で
い
ま
し
た
。

大・垣・市・の・歳・時・記
美しき川の流れは、歳月を越えて悠 と々。

大垣は、今、水の秋。
住吉の川燈台を過ぎると、

過ぎ行く季節を惜しむかのように、
桜の梢が川風に揺れていた。
水面は茜色の鰯雲を浮かべ、

水と空を染めつくす秋の夕暮れ。
川端にぽつんとたたずむ常夜燈は、
何を照らし出しているのであろうか。

かつて、芭蕉が歩いた道を、
美しいタ日が染めあげていく。

十万石まつり

芭蕉蛤塚忌全国俳句大会

─10月10日─
大垣藩十万石の歴代
城主を祀る常葉神社の
祭礼がはじまりで、神
輿や餅まきのほか、大
垣駅前通りでは 40 団
体余の大パレード・
マーチングバンドパ
レードや市民・企業
総参加による 100 基
のみこしが練り歩くな
ど、多彩な行事が繰り
広げられます。

─10月23日─
大垣は「奥の細道の
むすびの地」。河湊に
は蛤塚など芭蕉ゆかり
の句碑が残されてい
ます。その大切な文化
財を未来へ伝えるため
に、例年10月に全国俳
句大会を実施。芭蕉没
後300年にあたる本年
度から「芭蕉蛤

こう

塚
ちょう

忌
き

全
国大会」と改め、芭蕉翁
の顕顕をはじめ、記念
講演、優秀作品の表彰
式などを行います。

大垣市への交通
●公共交通機関利用●
・JR／名古屋方面から東海道線で …………………………………… 30分
・岐阜方面から東海道線で……………………………………………… 10分
●マイカー利用●
・名古屋I.C.→名神高速を西へ50㎞→大垣I.C …………………… 約35分

紅葉の円興寺

おあむの松伝説を綴った絵巻物

奥の細道むすびの地

源　朝長の墓

美濃国分寺跡
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維
新
期
を
迎
え
、 

 

多
発
化
す
る
洪
水
禍

近
世
史
上
稀
に
見
る
難
工
事
で
あ
っ
た
宝
暦

治
水
以
降
も
、
濃
尾
平
野
下
流
域
は
頻
々
と
洪

水
を
蒙
り
、
と
り
わ
け
美
濃
の
低
平
地
に
お
い

て
正
常
な
収
穫
を
得
る
の
は
「
三
年
に
一
度
あ

る
い
は
五
年
に
一
度
」
と
い
う
悲
惨
な
状
態
の
ま

ま
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

幕
藩
体
制
の
崩
壊
後
、
中
央
集
権
化
を
急
ぐ

明
治
政
府
の
混
迷
も
、
こ
の
惨
状
に
拍
車
を
か

け
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
こ
の
混
乱
期
、
幕
府
や
諸
藩
、
新
政
府
は

山
林
を
監
視
す
る
ゆ
と
り
す
ら
な
く
、
新
秩
序

の
構
築
を
前
に
、
昔
か
ら
の
掟
や
慣
習
は
反
古

に
な
り
が
ち
。
維
新
後
も
生
活
苦
に
あ
え
ぐ
農

民
た
ち
は
、
勝
手
に
山
林
を
伐
採
し
、
薪
を
採

り
、
炭
を
焼
く
と
い
う
、
い
わ
ば
無
法
状
態
に

陥
り
、
江
戸
期
に
徹
底
さ
れ
た
山
林
の
規
制
は

崩
壊
、
無
用
な
乱
獲
が
下
流
域
の
洪
水
に
つ
な
が

っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
状
況
は
輪
中
地
帯
で
も
同
様
で
す
。
慶

長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
御
囲
堤
築
造
後
、

「
美
濃
は
尾
張
よ
り
三
尺
低
く
あ
る
べ
し
」
の

不
文
律
は
も
ろ
く
も
崩
れ
去
り
、
各
輪
中
は
競

っ
て
堤
防
を
高
く
し
、
自
ら
の
利
権
を
守
る
こ
と

に
だ
け
に
終
始
し
た
の
で
し
た
。

江
戸
期
の
複
雑
な
支
配
機
構
は
、
そ
れ
ゆ
え

に
、
三
川
分
流
と
い
う
総
体
的
あ
る
い
は
抜
本

的
な
解
決
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
少
な
く
と
も
無
秋
序
な
築
堤
を
禁

止
あ
る
い
は
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
洪
水
禍

を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

幕
藩
体
制
崩
壊
後
の
富
国
強
兵
策
の
も
と
、

近
代
化
を
急
ぐ
明
治
政
府
に
と
っ
て
、
河
川
事

業
も
ま
た
、
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
な
課
題

で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

官
・
民
双
方
か
ら
湧
き
上
が
る 

 

治
水
へ
の
熱
望

こ
の
時
期
、
輪
中
地
帯
で
は
、
新
し
い
組
織
、

体
制
と
、
新
し
い
技
術
に
よ
る
河
川
改
修
を
要
望

す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
垣
藩
医
を
つ
と

め
、
蘭
学
塾
を
開
い
て
い
た
江
馬
活
堂
は
明
治
元

年
、
政
府
の
治
河
局
設
置
を
知
っ
て
、
次
の
よ
う

な
建
言
を
し
て
い
ま
す
。「
…
今
皇
政
普
施
シ
既
に

治
河
局
ヲ
開
カ
セ
ラ
レ
淀
河
ノ
水
道
ヲ
疎
冷
（
ひ

ら
き
あ
ろ
う
）
セ
ラ
ル
ル
ト
承
ル
、
治
河
ノ
民
、

聖
思
ヲ
蒙
ル
無
窮
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
未
ダ
天
下
ニ

及
バ
サ
ル
ベ
キ
ヲ
聞
ズ
、
願
ク
バ
皇
国
中
ニ
及
ボ

サ
レ
大
河
小
川
ト
ナ
ク
尽
ク
之
ヲ
疎
冷
セ
ラ
レ
ナ

バ
水
害
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
減
ゼ
ン
、
豈
下
民
ノ
幸
福

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
実
ニ
天
下
ノ
美
事
ナ
リ
…
」

し
か
し
、そ
の
予
算
は
膨
大
に
な
る
筈
だ
か
ら
、

国
債
を
も
っ
て
治
水
の
費
用
に
あ
て
る
べ
き
だ
、
と

し
た
の
で
し
た
。

同
年
、笠
松
県（
岐
阜
）知
事
長
谷
部
恕
連
は『
水

利
論
』
を
著
し
、
そ
の
中
で
「
水
利
ノ
儀
は
畢
竟

海
ロ
ノ
壅
塞
（
ふ
さ
ぎ
さ
え
ぎ
る
）
ヲ
疎
決
ス
ル

コ
ト
、
河
道
ノ
水
勢
ヲ
分
脈
ス
ル
ト
ノ
二
ツ
可
有

之
…
」
と
、
分
流
の
必
要
を
説
い
て
い
ま
す
。

翌
二
年
、
笠
松
県
管
轄
下
に
あ
っ
た
伊
勢
・

桑
名
郡
の
う
ち
四
五
ヶ
村
が
渡
会
県
（
三
重
）
へ

所
轄
変
更
に
な
っ
た
際
、
笠
松
県
は
「
木
曽
三
川

の
川
筋
に
あ
た
る
村
々
は
、
川
普
請
の
関
係
か
ら

も
、
ぜ
ひ
同
一
管
内
に
お
く
こ
と
が
必
要
」
と
、

政
府
に
要
望
、
い
ち
早
く
「
分
流
論
」
や
「
流
域

行
政
一
元
化
」
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

治
水
へ
の
関
心
の
高
さ
、
期
待
の
大
き
さ
を
、
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
治
四
年
、
名
古
屋
大
参
事
丹
羽
賢
は
「
外

国
人
を
使
っ
て
従
来
と
一
変
し
た
体
制
で
工
事
に
当

た
れ
」
と
要
望
す
る
一
方
で
、

「
…
平
生
堤
防
没
流
ノ
事
ニ
尽
カ
ス
ル
モ
、
諸

県
境
界
ヲ
接
シ
犬
牙
交
錯
、
勢
ヒ
分
レ
テ
カ
専
ナ

ラ
ズ
、
終
ニ
大
土
工
ヲ
起
ス
ヲ
得
ズ
、
徒
ニ
全
力

ヲ
費
シ
テ
依
然
其
害
ヲ
受
ク
」「
…
官
吏
出
張
、

予
防
ノ
策
ナ
キ
ニ
非
ザ
レ
ド
モ
、
或
ハ
好
民
己
ニ

利
ス
ル
陋
習
（
悪
い
習
慣
）
ア
リ
テ
活
眼
ヲ
開
キ
大

工
事
ヲ
起
ス
能
ハ
ズ
、
此
ヲ
以
テ
水
利
ニ
熟
ス
ル

外
国
人
ヲ
雇
入
レ
、
治
河
必
要
ノ
器
械
ヲ
購
入
シ

浚
疎
ノ
大
工
ヲ
起
コ
サ
バ
、
積
年
ノ
大
ヲ
一
朝
一
タ

　

ニ
除
キ
傍
水
ノ
村
落
安
堵
ス
ベ
ク
…
」

「
好
民
」
と
い
う
言
葉
は
明
治
の
官
僚
意
識
を

露
骨
に
示
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
の
輪
中
住

民
の
利
己
的
自
衛
手
段
に
は
、
ほ
と
ほ
と
手
を
焼

い
た
の
で
し
ょ
う
。
大
参
事
で
あ
る
丹
羽
も
、
流

域
全
体
を
統
括
す
る
河
川
工
事
の
必
要
を
痛
感
し

た
、
一
人
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
明
治
五
年
、
新
政
府
が
オ
ラ
ン
ダ
人
技

術
者
を
招
聘
し
て
（
決
定
は
明
治
三
年
）、
治
水

に
つ
い
て
の
調
査
に
着
手
す
る
と
、
各
輪
中
の
取
締

役
が
三
川
分
流
工
事
の
実
施
を
土
木
司
に
上
申
。

個
人
資
産
を
は
た
い
て
、
分
流
工
事
推
進
に
奔
走

す
る
篤
志
家
も
出
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
物
は
安
八
郡
土
倉
村
（
岐
阜
県
海
津
郡

平
田
町
土
倉
）
の
浄
雲
寺
住
職
・
高
橋
示
証
。
三

川
の
幅
員
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
、
河
口
ま
で
の

分
流
の
必
要
性
を
願
い
出
、
同
八
年
三
月
、
六
月

の
二
度
に
渡
っ
て
、
治
水
之
儀
に
つ
い
て
建
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。

明
治
十
年
に
は
、
渡
会
・
愛
知
の
両
県
は
新

政
府
に
、
木
曽
三
川
改
修
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用

の
問
題
も
含
め
た
治
水
の
方
策
を
、
流
域
内
で
の

利
害
に
関
係
す
る
県
が
協
議
し
て
探
る
べ
き
だ
と

し
、
新
政
府
の
水
理
工
師
に
よ
り
、
治
水
の
指
示

を
受
け
た
い
と
願
い
出
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
官
・

民
双
方
か
ら
の
治
水
へ
の
強
い
要
望
と
働
き
か
け

は
、
新
政
府
が
オ
ラ
ン
ダ
人
工
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ

レ
ー
ケ
を
木
曽
川
改
修
調
査
に
派
遣
す
る
こ
と
を

決
定
さ
せ
、
後
の
明
治
改
修
に
あ
た
っ
て
の
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

オ
ラ
ン
ダ
人
工
師
の
招
聘

鎖
国
以
来
二
百
数
十
年
、
日
本
と
特
別
な

関
係
を
保
っ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
世
界
の
文

明
、
文
物
、
情

報
を
伝
え
て
き
た

と
こ
ろ
。
幕
末
に

は
幕
府
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
、

「
ヤ
パ
ン
」（
後

の
咸
臨
丸
）
な
ど

の
軍
艦
を
建
造
、

回
航
し
、
長
崎
の

伝
習
所
に
オ
ラ
ン

ダ
海
軍
士
官
を
派

遣
し
て
、
日
本
の

近
代
化
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
運

命
と
は
皮
肉
な
も

の
。
欧
米
列
強
の
中
に
あ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国

際
社
会
に
占
め
る
地
位
は
低
下
し
、「
オ
ラ
ン
ダ

の
世
紀
」
と
ま
で
い
わ
れ
た
、
十
七
世
紀
の
権

威
と
繁
栄
は
失
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
従
っ
て
新

国
家
建
設
を
目
指
す
明
治
政
府
は
、
英
・
仏
の

技
術
者
、
専
門
家
を
招
聘
、
オ
ラ
ン
ダ
は
も
は

や
主
流
か
ら
除
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
こ
う
し

た
中
で
た
だ
一
つ
、
土
木
技
術
の
分
野
に
は
オ
ラ

ン
ダ
人
技
術
者
を
登
用
。
国
土
の
相
当
部
分
が

海
面
下
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
河
川
、
港
湾
技
術

は
、
他
の
列
強
に
卓
越
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

当
時
の
官
僚
木
戸
孝
允
の
批
判
は
あ
っ
た
も
の

の
結
局
、
河
川
・
港
湾
土
木
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
五
年
、
明
治
政

府
は
河
川
改
修
と
築
港
を
推
進
す
る
た
め
に
、

フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン
を
団
長
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人

技
師
団
を
招
聘
し

オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
が
当
初
、
最
も
力
を
注

い
だ
の
は
、
淀
川
利
根
川
で
あ
り
、
そ
の
後
、

木
曽
川
信
濃

川
に
つ
い
て

も
重
点
的
に

河
川
改
修
の

調
査
と
計
画

立
案
を
進
め

ま
し
た
。
彼

ら
の
う
ち
で

木
曽
三
川
と

切
っ
て
も
切

れ
な
い
宿
命

的
な
関
係
が

で
き
た
の
は
、
四
等
工
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
レ
ー

ケ
。
淀
川
水
系
で
デ
レ
ー
ケ
ら
に
よ
っ
て
試
み
ら

れ
た
工
法
の
成
果
は
政
府
に
報
告
さ
れ
、
政
府

か
ら
各
地
に
通
達
さ
れ
て
、
養
老
山
系
の
羽
根

谷
、
般
若
谷
（
い
ず
れ
も
岐
阜
県
海
津
郡
南
濃

町
）
に
石
積
み
の
砂
防
堰
堤
が
築
か
れ
、
海
西

郡
成
戸
村
（
海
津
郡
海
津
町
）
で
水
制
工
事
が

着
手
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
一
部
は
木
曽
川
水
系

で
も
実
施
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
デ
レ
ー
ケ
ら
は
、
明
治
政
府
よ
り

木
曽
川
改
修
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
、
明
治
十
一
年

二
月
二
三
日
か
ら
三
月
六
日
に
か
け
て
木
曽
川

水
系
を
視
察
、
三
川
分
流
を
目
指
し
た
明
治
改

修
は
、
い
よ
い
よ
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の

で
し
た
。

参
考
文
献

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局　

一
九
八
八
年

『
デ
レ
ー
ケ
の
生
涯
〜
木
曽
三
川
を
分
流
し
た
男
〜
』

　

中
日
新
聞

『
木
曽
三
川
流
域
誌
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局　

一
九
八
八
年

『
水
の
文
化
情
報
誌　

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
』

　

一
九
九
一
年　

九
月

『
デ
レ
ー
ケ
と
そ
の
生
涯
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局　

一
九
八
七
年

明治改修

特
集

第一編

官
民
熱
望
の
末
、三
川
分
流
を

目
指
し
た
明
治
改
修
、

い
よ
い
よ
始
動
。

太
平
の
眠
り
か
ら
覚
め
た
日
本
。

富
国
強
兵
策
の
も
と
近
代
化
を
急
ぐ
明
治
政
府
に
と
っ
て
、

河
川
改
修
は
、解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
。

官
民
双
方
か
ら
の
強
い
熱
望
に
応
え
、

つ
い
に
明
治
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
を
招
聘
し
、

明
治
二
〇
年
か
ら
二
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、

悲
願
で
あ
っ
た
三
川
分
流
は
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

明
治
改
修
の
道
の
り
を
六
回
に
渡
っ
て
特
集
し

そ
の
背
景
や
、工
法
、蘭
人
工
師
デ
レ
ー
ケ
の
素
顔
な
ど
、

明
治
改
修
の
全
貌
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

明
治
改
修
の
あ
ら
ま
し

明
治
政
府
は
西
欧
の
近
代
技
術
を
導
入

し
、
抜
本
的
な
改
修
、
す
な
わ
ち
完
全
な
三

川
分
流
計
画
を
策
定
し
、
蘭
人
工
師
ヨ
ハ
ネ

ス
・
デ
レ
ー
ケ
の
監
修
の
も
と
、
明
治
20
年

に
着
工
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
①
洪
水

防
御
②
提
内
の
排
水
改
良
③
舟
運
路
の
改
善

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
①
と
②
が
重
点
課
題
。

高
水
工
法
を
主
体
に
第
一
期
が
ら
第
四
期
に

か
け
て
工
事
は
行
わ
れ
、
明
治
45
年
に
は
完

成
、
三
川
分
流
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

木曽川・長良川の背割堤、およびケレップ水制群写真集『空から見る木曾三川下流』より

明治改修計画図　　　　　　　　　　　　　　　　『輪中と治水』より
（木曾・長良・揖斐三大河水利分流改修計略全図）

木曽川右岸の水制工 来日の頃のデレーケ

デレーケによる改修図 木曽川下流工事事務所所蔵
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■
金
原
明
善
の
生
き
方
に
感
銘

吉
次
郎
は
金
森
金
四
郎
の
二
男
と
し
て
、
元
治

元
年（
一
八
六
四
）十
一
月
二
九
日
、大
垣
魚
屋
町
で

生
ま
れ
ま
し
た
。祖
父
の
嘉
兵
街
は
商
人
で
し
た
が

学
問
を
好
み
、頼
山
陽
、梁
川
星
巖
、貫
名
海
屋
ら

と
交
際
し
、漢
詩
の
結
杜
で
あ
る
大
垣
の
白
鴎
社
の

同
人
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。家
の
仕
事
よ
り
天
下

国
家
を
論
ず
る
人
で
し
た
か
ら
家
業
が
急
速
に
衰

え
て
い
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の

た
め
父
金
四
郎
は
家
業
の
建
て
直
し
に
努
め
、茶
の

外
国
貿
易
や
製
糸
業
を
手
が
け
て
巨
万
の
富
み
を

得
、大
垣
屈
指
の
財
産
家
と
な
り
ま
し
た
。

吉
次
郎
は
好
学
の
気
風
を
も
つ
祖
父
、
先
見
性

と
商
才
に
す
ぐ
れ
た
父
の
才
能
を
受
け
継
ぎ
、
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。学
制
頒
布
に
よ

り
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
十
歳
で
興
文
小
学
義

校
に
入
学
し
、よ
く
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

明
治
十
一
年
十
一
月
、
吉
次
郎
十
四
歳
の
と
き
の

こ
と
で
す
。た
ま
た
ま
郵
便
報
知
新
聞
を
読
ん
で
、

「
天
龍
川
に
堤
防
を
築
き
、
治
山
治
水
の
た
め
に

私
財
を
な
げ
う
っ
て
ま
で
国
土
を
愛
し
人
々
を
救

う
」と
い
う
静
岡
県
の
金
原
明
善
の
記
事
に
深
い
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。毎
年
の
よ
う
に
水
害
に
苦
し
ん

で
い
る
大
垣
の
人
々
を
救
い
た
い
と
願
っ
て
い
た
少

年
吉
次
郎
に
と
っ
て
、
明
善
の
生
き
方
は
将
来
の
指

針
と
し
て
心
の
中
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
の
で
し

た
。■

治
水
の
た
め
の
努
力

西
濃
地
方
は
水
害
を
蒙
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
明

治
十
五
年
か
ら
二
一
年
の
七
年
間
に
四
回
も
大
洪

水
が
襲
来
し
、
家
屋
、
円
畑
が
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。中
で
も
明
治
二
一
年
七
月
二
九
日
の
暴
風

雨
は
、
揖
斐
川
と
そ
の
支
流
の
堤
防
五
一
ヵ
所
を
決

壊
さ
せ
、
死
者
は

五
三
人
に
及
び
、

大
垣
輪
中
は
泥
海

と
化
し
、
東
海
道

線
以
南
は
収
穫
皆

無
で
あ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

こ
の
と
き
吉
次

郎
は
二
四
歳
の
若

さ
で
し
た
が
、
推

薦
さ
れ
て
救
済
委

員
と
な
り
、
上
京

し
て
陳
情
に
努
め
ま
し
た
。当
時
の
鉄
道
局
長
は
大

垣
出
身
の
工
学
博
士
松
本
荘
一
郎
で
し
た
の
で
、
局

長
は
鉄
道
保
護
の
た
め
に
も
黒
田
首
相
に
献
策
し
、

政
府
は
水
害
土
木
丁
事
補
助
費
と
し
て
国
庫
か
ら

十
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

明
治
二
三
年
二
月
、
吉
次
郎
は
二
六
歳
で
県
会

議
員
に
当
選
し
、
同
年
三
月
に
は
大
垣
町
会
議
員
に

も
選
ば
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
翌
二
四
年
三
月
に
は
大

垣
輪
中
水
利
土
功
会
議
員
と
な
り
、
家
業
も
顧
み

ず
、体
を
休
め
る
暇
も
な
く
、治
水
の
た
め
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

当
時
、政
府
は
木
曽
三
川
の
分
流
工
事
を
計
画
し

て
い
ま
し
た
。江
戸
時
代
の
薩
摩
藩
に
よ
る
宝
暦
治

水
は
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
工
事
後
百
余

年
を
経
た
た
め
、
土
砂
が
堆
積
し
て
河
床
が
高
く
な

り
、
川
幅
も
狭
く
な
っ
て
毎
年
水
害
が
起
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
ヨ
ハ
ネ
ス・
デ
レ
ー
ケ

の
調
査
に
よ
り
、
明
治
十
九
年
ま
で
に
改
修
計
画
が

樹
立
さ
れ
、二
〇
年
か
ら
ま
ず
下
流
改
修
工
事
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
改
修
工
事
に
あ
た
り
、
吉
次
郎
は
大
垣
輪
中

を
代
表
し
、羽
島
郡
佐
波
村（
柳
津
町
）の
山
田
省
三

郎
と
と
も
に
幾
多
の
難
問
題
の
解
決
に
当
た
り
ま

し
た
。ま
た
下
流
改
修
工
事
に
着
工
し
て
間
も
な
い

時
期
で
し
た
が
、
上
流
改
修
の
必
要
性
を
主
張
し
、

政
府
や
国
会
に
幾
度
も
建
言
し
、嘆
願
し
続
け
ま
し

た
。ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
の
明
治
二
四
年
三
月
、吉
次
郎

は
上
京
し
た
機
会
に
、
尊
敬
し
て
い
た
金
原
明
善
に

初
め
て
会
い
、肝
胆
相
照
す
仲
と
な
り
、と
も
に
治
山

治
水
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

■
治
水
の
も
と
は
治
山
に
あ
り

明
治
二
四
年
十
月
二
八
日
、根
尾
谷
を
震
源
地

と
す
る
濃
尾
大
震
災
が
起
き
ま
し
た
。吉
次
郎
は

こ
の
震
災
で
は
母
を
亡
く
し
ま
し
た
が
、
悲
し
み

に
く
れ
る
間
も
な
く
、
災
害
復
旧
の
た
め
懸
命
に

働
き
ま
し
た
。県
会
議
員
で
あ
っ
た
吉
次
郎
は
被

害
状
況
を
電
報
で
政
府
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、

岐
阜
市
の
第
十
六
国
立
銀
行
の
金
庫
に
あ
っ
た
貨

幣
の
溶
け
た
塊
と
大
垣
別
院
の
梵
鐘
の
溶
け
た
龍

頭
を
持
っ
て
上
京
し
、
政
府
当
局
や
宮
内
大
臣
等

に
陳
情
活
動
を
す
る
な
ど
、
復
旧
の
た
め
尽
力
し

ま
し
た
。

濃
尾
大
震
災
は
河
川
や
耕
地
、
家
屋
だ
け
で
な

く
、
山
林
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

吉
次
郎
は
金
原
明
善
や
山
田
省
三
郎
ら
と
揖
斐

川
、
長
良
川
の
水
源
地
帯
を
見
廻
り
、
崩
壊
の
状

況
を
写
真
撮
影
し
て
政
府
に
送
り
、
治
山
対
策
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。こ
の
結
果
、
明
治
三
一

年
度
よ
り
森
林
法
が
施
行
さ
れ
、
県
下
の
公
私
有

林
の
総
面
積
の
約
一
割
、
五
万
二
千
町
歩
に
苗
木

一
億
八
千
万
本
を
植
樹
す
る
こ
と
に
な
り
、
植
林

奨
励
費
も
継
続
し
て
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

岐
阜
県
で
は
こ
れ
ま
で
西
南
濃
の
水
場
地
帯
と

飛
騨
・
東
濃
の
山
岳
地
帯
が
土
木
費
の
配
分
を
め

ぐ
っ
て
対
立
し
て
き
ま
し
た
。県
会
で
も
水
場
派

と
山
岳
派
の
議
員
が
抗
争
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し

た
が
、
吉
次
郎
の「
水
を
治
む
る
の
も
と
は
山
を
治

む
る
に
在
り
」と
い
う
考
え
が
浸
透
し
、
治
山
と
治

水
が
一
体
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
た
め
明
治
二
〇
年
の
木
曽
三
川
下
流
改

修
、
大
正
十
年
の
上
流
改
修
な
ど
の
治
水
費
に
対

し
、山
岳
地
方
と
の
均
衡
を
保
つ
た
め
、植
樹
費
や

山
岳
地
方
の
道
路
改
良
費
が
支
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
吉
次
郎
や
金
原
明
善
ら
の
努
力
に
よ

り
、
植
林
事
業
が
本
格
的
に
す
す
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
山
岳
の
林
相
が
一
新
し
、
次
第
に
緑
の

山
が
多
く
な
り
、
水
源
が
涵
養
さ
れ
、
洪
水
を
防

止
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

■
堤
防
を
切
り
割
る

明
治
二
九
年
七
月
、
西
濃
地
方
を
大
洪
水
が

襲
い
ま
し
た
。降
り
続
く
豪
雨
に
よ
っ
て
各
河
川

が
氾
濫
し
、
民
家
は
屋
根
ま
で
浸
水
し
、
大
垣
城

天
守
閣
の
石
垣
に
ま
で
水
が
達
し
ま
し
た
。大
垣

輪
中
に
流
れ
こ
ん
だ
水
を
引
か
せ
る
に
は
、
輪
中

の
下
の
堤
防
を
切
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、安
八
郡
役
所
の
許
可
は
出
ま
せ
ん
。

激
し
い
風
雨
の
中
で
、
も
う
一
刻
も
猶
予
で
き

な
い
と
判
断
し
た
吉
次
郎
は
、
一
命
を
拾
て
る
覚

悟
で
集
ま
っ
て
い
た
村
人
に
命
じ
、
横
曽
根
の
堤

防
を
切
り
割
り
ま
し
た
。こ
の
吉
次
郎
の
決
断
の

お
か
げ
で
、
輪
中
内
の
濁
水
は
一
挙
に
揖
斐
川
へ

流
れ
出
し
、八
千
戸
の
家
と
四
万
人
の
命
を
救
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
と
き
大
垣
輪
中
堤
防
委
員
長
で
あ
っ
た

吉
次
郎
を
決
断
さ
せ
た
の
は
、「
横
曽
根
権
現

下
切
割
の
事
」に
つ
い
て
、
父
金
四
郎
の「
余
老
タ

リ
、
今
後
一
朝
堤
防
破
壊
入
水
ノ
難
ニ
遭
ハ
ハ
、

爾
一
死
以
テ
事
ニ
当
リ
決
行
セ
ヨ
」
と
い
う
遺
言

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

吉
次
郎
は
明
治
三
二
年
に
安
八
郡
会
議
員
、

翌
三
三
年
に
は
衆
議
院
議
員
に
も
選
ば
れ
、
国

政
の
場
で
も
治
山
治
水
の
た
め
存
分
に
活
躍
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。木
曽
三
川
分
流
工
事
は
明

治
四
五
年
に
完
成
し
ま
す
が
、
吉
次
郎
は
引
き

続
き
上
流
改
修
工
事
の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
植
林
の
重
要
性
を
訴
え
、
明
治
三
〇
年
、

揖
斐
川
上
流
の
村
々
へ
寄
贈
し
た
杉
苗
三
〇
万

本
を
は
じ
め
、
全
同
各
地
へ
生
涯
を
通
じ
て
苗
木

を
寄
贈
し
続
け
ま
し
た
。

吉
次
郎
は
治
水
功
労
者
の
顕
彰
に
も
努
め
ま

し
た
。桑
名
の
海
蔵
寺
で
薩
摩
義
士
追
弔
法
会

を
行
い
、
薩
摩
義
士
の
功
績
を
世
に
広
め
ま
し

た
。こ
の
努
力
が
宝
暦
治
水
碑
や
治
水
神
社
の

建
設
に
結
び
つ
き
ま
す
。

吉
次
郎
は
昭
和
五
年
十
月
十
三
日
に
六
六

歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。子
ど
も
が
な
く
、
豊
か

で
あ
っ
た
私
財
も
す
べ
て
治
山
治
水
に
費
し
、
死

後
、
家
も
売
り
に
出
さ
れ
ま
し
た
。生
涯
を
郷
土

の
た
め
に
捧
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

吉
次
郎
の
功
績
を
永
久
に
讃
え
る
銅
像
が
大
垣

公
園
に
建
て
ら
れ
、
豊
か
に
実
る
ふ
る
さ
と
の
穀

倉
地
帯
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

全
財
産
を
な
げ
う
ち

　
　
　

治
水
治
山
に
尽
く
し
た
金
森
吉
次
郎

毎
年
の
よ
う
に
迫
り
未
る
洪
水
禍
、内
水
被
害
…
。

そ
ん
な
災
害
を
根
絶
す
る
た
め
に
、生
涯
を
賭
し
て
奔
走
し
た
人
が
い
ま
す
。

幕
末
に
生
ま
れ
、明
治
、大
正
と
い
う
激
動
の
時
代
、

治
山
治
水
に
尽
力
し
た
金
森
吉
次
郎
が
そ
の
人
で
す
。

抜
本
的
な
解
決
を
目
指
し
た
明
治
改
修
の
請
願
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

宝
暦
治
水
の
顕
彰
活
動
ま
で
、そ
の
功
労
は
今
も
な
お
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
金
森
吉
次
郎
の
生
涯
を
、大
垣
市
立
興
文
中
学
校
校
長
で
あ
り
、

郷
土
史
研
究
家
の
清
水
進
先
生
に
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

清
水　

進
氏 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

犬
垣
市
立
興
文
中
学
校
長

岐
阜
史
学
会
会
員
、
新
修
垂
井
町
史
編
集
委
員
長
。

岐
阜
県
内
の
小
・
中
学
校
の
他
、
岐
阜
県
史
編
集
室
主
査
、
岐
阜
市
史
編
集

室
室
長
補
佐
、
岐
阜
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
岐
阜
県
文
化
課
文
化
財
係

長
、犬
垣
市
学
校
教
育
課
長
な
ど
を
歴
任
。こ
の
間
、岐
阜
県
内
の
垂
井
町
史
、

真
正
町
史
、
安
八
町
史
、
各
務
原
市
史
、
可
児
市
史
、
ふ
る
さ
と
笠
松
、
文

教
の
ま
ち
大
垣
、
大
垣
の
あ
ゆ
み
、
西
濃
ゆ
か
リ
の
女
性
群
像
、
わ
た
し
た

ち
の
岐
阜
県
の
歴
史
、
郷
土
に
輝
く
先
人
な
ど
を
執
筆
。
県
史
編
集
室
で
は

古
代
中
世
の
古
文
書
分
野
を
担
当
、
岐
阜
県
史
に
関
す
る
著
書
・
論
文
多
数
。

BOOK LAND

中
山
道
を
は
じ
め
美
濃
路
・
伊

勢
路
・
巡
見
街
道
な
ど
主
要
道
路

が
古
く
か
ら
発
達
し
、
東
西
の
文

化
と
経
済
の
要
衝
の
地
と
し
て
栄

え
て
き
た
西
濃
地
方
は
、
長
い
歴

史
の
中
で
優
れ
た
文
化
や
人
材
を

輩
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

女
性
の
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て

大
き
く
、
徳
川
家
光
の
乳
母
と
し

て
江
戸
城
大
奥
で
一
世
を
風
靡
し

た
春
日
局
、
第
十
代
大
垣
藩
主
の

正
室
大
栄
院
、
雑
誌
「
青
鞜
」
で

活
躍
し
た
上
田
き
み
・
上
野
葉
子

な
ど
、
幾
多
の
女
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
素
晴
ら
し
い
足
跡
を
残
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
女
性
の
生
き
ざ
ま
を
著
し
た
本
書
は
、
そ
の
業
績
と
人
柄
を
偲
ぶ

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
一
冊
。
各
時
代
を
生
き
抜
い
た
女
性
の
素
顔
が
親
し
み

や
す
い
文
章
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
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金原　明善

大垣城に建てられた金森吉次郎の銅像

根尾谷の視察　後列左から3人目 金森吉次郎、6人目 山田省三郎
　　　　　　　前列左端　金原明善

天守閣石垣下部洪水点標柱

宝暦治水碑（油島千本松）

大正八年一月の大正新聞記事
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《開館時間》 午前9時～午後4時30分
《休 館 日》 毎週月曜日・祝祭日・年末年始
《入 館 料》 無料
《交通機関》 国道1号線尾張大橋から車で約10分
  名神羽島I.Cから車で約30分
  東名阪長島I.Cから車で約10分
《お問い合わせ》
船頭平閘門管理所・
木曽川文庫
〒496 愛知県海部郡
 立田村福原
TEL（0567）24-6233

●木曽川文庫利用案内● 編 集 後 記

発行：建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所　〒511三重県桑名市播磨81 TEL（0594）24-5715
制作：財団法人河川環境管理財団　〒450愛知県名古屋市中村区名駅四丁目3番10号（東海ビル） TEL（052）565-1976

（ ）

明治改修の軌跡を今に伝える船頭平閘門が、平成
6年7月に改修されました。近年でも年間400～500
隻の漁船が利用する閘門は、いわば日本のミニパナ
マ。平成の改修工事ではその機能を強化し、スロー
プや階段護岸、管理橋など、環境も整備されました。
ご家族でお友達同士で、生まれかわった船頭平河川
公園へ出かけてみませんか。
編集部では皆様のご意見、ご感想をお待ちしてい

ます。宛て先は、木曽川文庫まで。
Vol.12編集にあたっては、大垣市役所、大垣市立
興文中学校長の清水進先生にご協力をいただき、あ
りがとうごさいます。
次回は恵那市を特集します。ご期待ください。

表紙写真上：住吉燈台
　　　　下左：大垣城　　下右：水都タワー
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